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  研究課題名： mSOFY法による食道残胃吻合の従来法との比較 

  所属（診療科等)： 公立昭和病院（ 外科 ） 

  研究責任者（職名)： 吉澤 奈央 （  医師  ） 

  研究代表者（所属） ― 

  試料・情報の提供責任者： 

試料・情報の管理責任者： 
公立昭和病院 院長 上西 紀夫 

  研究期間： 2023 年 3 月 23 日～2023 年 11 月 30 日 

  研究目的と意義： 当院での噴門側胃切除（PG）後の再建は残胃が大きく，かつそれほど高位吻

合でない場合は食道残胃吻合としている．従来，主に開腹で circular stapler

を使用し残胃でwrapする方法をとっていたが腹腔鏡手術の技術向上に伴い，

2020/11月より腹腔鏡下 mSOFY法による再建を導入したのでその安全性を

評価する． 

  研究内容： ●対象となる患者さん 

2014/１月からの噴門側胃切除，食道残胃再建症例 

mSOFY法(A群)13例と従来法の開腹例(B群)44例 

  ●利用し、又は提供する試料・情報の項目 

手術時間、出血量、術後在院期間、術後合併症 

  ●提供する試料・情報の取得方法 

電子カルテ 

  ●試料・情報の利用目的及び利用方法（他機関へ提供する場合は、その方法を含む） 

学会（JDDW2023）発表 

 ●利用する者の範囲（当該研究を実施する全ての共同研究機関の名称及び研究責任者の氏名） 

吉澤奈央 

  問い合わせ先： 【研究担当者】（研究全般に関すること） 

例１. 研究計画や研究方法に関する資料の入手・閲覧に関すること 

   例２. 試料・情報の利用又は多機関への提供を停止する旨に関すること 

例３. 研究により得られた結果等に関すること 

 氏名：吉澤奈央（外科） 

 住所：小平市花小金井 8 丁目 1 番 1 号 

 電話：042（461）0052（代表）  FAX：042（464）7912 

 

【ご意見・相談窓口】(研究・診療内容に関するものは除く) 

 総務課 042（461）0052 内線 2247 

 受付時間：月～金 9:00～17：00（祝・祭日を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 


